
















（1930-    ）の新作に描かれる人物と、背景としての世界の変化を資料として、本と物語の現
代的意義を論ずる。「フォークナーと現代文学」というシンポジウムで取り上げた William 





 （1926） では戦争で脳障害をうけた兵士を焦点とし 、Mosquitoes （1927）では芸
術家集団を風刺的に描いたりしていた。代表作 The Sound and the Fury （1929） や Absalom, 
Absalom! （1936） でも、架空の地図をつけたり、登場人物の注と考えられる補足をつけ、再
登場させて、幾重にも輻輳する物語を謎解きのように作品に組み込んでいる。
　到着点としての David Foster Wallace も長大な注つきの作品が特色であるが、同時に、テ
レビやコンピューターなどの情報に翻弄される語り手を多用している。現代のメディアを
通して人間の本質やアメリカの神話に迫ろうとした作家として Faulkner に連なる作家で





　この論文では、1930年生まれの John Barth の今世紀の新しい作品に焦点をあてる。最新
の回顧という意味で、小説 Every Third Thought （2011）と、物書きの最後を暗示する2012 年
のエッセイ集  						""# （以下FFと
略記）を中心的な資料とする。









よく表している。彼が、 Joaquim Machado de Assisの語り口を借りて（FF, 139）、はじめて出
版した小 説、The Floating Opera （1956、作者改定版 1967） では、文学を潮に任せて上下す
る河船で演じられるオペラを川岸で見物する観客になぞらえている。そこで、物語やその
解釈の問題性と、そのうさんくささにもかかわらず、書き続けられる文学の特色を、併せ
































　この小説の改定版と同年に出版された "The Literature of Exhaustion" （1967） はリアリズ
85 
ムなどの文学の様式が枯渇しうることを示唆し、大変話題になった。Barth は、一部の誤
解を解き、文学の可能性をより強調するためにエッセイ "The Literature of Replenishment" 
（1979） を出版し、後に、ともに The Friday Book（1984）  に収録している。普段は創作と教
育に専念し、金曜日はエッセーなどを書く日に決めている作者のスケジュールを踏まえた
タイトルである。その後、金曜日シリーズは2冊出版され、 最新のFinal Fridays（2012） を作
者の現時点での到達点として、後に取り上げる。
　今日の表現ではミックス・メディアの試みとして意欲的な文学的実験を続けてきた作者
の端的な例が、1969年に出版した、分類上は短編集になるであろう、Lost in the Funhouse: 




して 張り付ける指示がついている。本文として書かれているのは、 "ONCE UPON A TIME 





























































るのは、哲学的な思弁やモデルを使う Daniel C. Dennett であり、人間の認識が、感覚器官
や脳を媒介とするという意味で、もともとフィクションであるということと、その脳が













メディアを中心に強調して、支持したのが "The End of the Word as We've Known It ?" である。
もう 昔のことのように思い出される、コンピューターの2000年問題から世界の変化と言
葉の意味作用の変化について述べている。
　このタイトル "The End of the Word as We've Known It ?" は , 作者の好む略語としては、
TETOWAWKI であり、内容としては、Y2K として世界（World）を騒がせた問題をリサイ







Faulkner の代表作の一つ、The Sound and the Fury の冒頭の読者を悩ませつつ謎解きの快感
を味わせてくれる言葉遊びにさかのぼることができる。 "Caddy" をゴルフのキャディーと
固有名詞の二重の意味に使っているということは、かなり読み進んでから納得がいくよう
に仕組まれている。David Foster Wallace の作品にも古いデータベースソフトの1つのセル
に入力できる文字数の限界による人違いとして反映している。Barth が使う世界の終わり





ことはないと主張している。（FF, 160）  その例とし て、多角的でかつ明快なアメリカ文学
研究書を多く書いている Leslie Fiedler の論を踏まえて、小説の死という問題に反論してい
る。確かに小説は発生当初から見ても、無理のある様式ではあるが、人間が言葉を媒介と
して世界を意識する手段としてはその意義は失われないと論じている。
　Fiedler への感謝をこめた賛辞として、彼が1956年当初から The Floating Operaを 
"provincial American existentialism" として好意的に評価してくれたことを指摘している。
（FF, 273）   この表現は、現時点から解釈するならば、ポストモダニズムなど のカテゴリー
にとらわれない、Barth のその後の仕事を予見するかのような的を得たものであった。チェ








の表現は、自己を農夫として表現した Faulkner から、しがない国税局の職員を主人公 とし
て仕立て上げた Wallace をつないでいる。実存主義にこだわるなら、不条理をドラマで解
決させないという作家の特色も似ている。























て、耄碌物書きである "Old Fart Fictionist" （OFF, 2）として読者に親しげに語りかける語り
手 George Irving Newett （GIN） と、若くして原因不明で死亡した親友との関係があるのだ。
その親友は死の前に、軍隊に入り、韓国語に加えて、禅や実存主義を勉強しつつ、意欲的に






をリサイクルして、 "My Genie with the light brown hair" （165） と重ねている。2つ目も、 G.I. 






"been dying vigorously ever sice, and can be expected to go on dying for a livery while yet" （167） 
と断言し、はたまた、肉体の死は自分の物書きとしての仕事の中心ではないと居直り（168）、
いつあってもおかしくない死の近さを、統計的にも、生き方 としても、受け入れている。
   この可能性を秘めた余韻は、Final Fridaysで質問に応答する形式のエッセイ "It can Be 
Arranged: A Novelist Recalls His Jazz-Drumming Youth" でも説明されている。エッセイの中
で、この小説に言及し、"arrange" という単語に、なんとかなるさという希望と、音楽的、






My forthcoming, for example — Every Third Thought — is among other things a 
reorchestration both of Shakespeare's Tempest and of characters from my 2008 story-
series The Development.
Q: Shall we take it from the edge?  Page one, page two . . . .（FF, 253）
実際に、この小説の結末は逆のカウントダウンと点々で終わっている。
Three （our little ménage à trois）? . . .
Two （you Todd/Newwett//Newett/Todds）? . . .
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John Barth and His Late Style :
Every Third Thought and Final Fridays
Hiroshi Narasaki
I review the works of the American Author John Barth, with special emphasis on 
his most recent two works,  Every Third Thought: A Novel in Five Seasons (2011), and 
					$"# (2012).  I argue that his idea 



























possibilities in arranging stories in book-form.  This short reconsideration of John Barth's 
works is an attempt to review Postmodernism in literary history in a wider context.  It 
is also, intended to be a groundwork for my forthcoming paper that compares William 
Faulkner and David Foster Wallace. 
